
2023年度 個人研究実績・成果報告書 

2024年 4 月 18 日 

所属 国際教養学部 職名 准教授 氏 名 藤田 輔 

研究課題 世界の貿易，投資，開発援助の動向及び国際機関のガバナンス機能に対する多角的考察 

研究キーワード 
貿易，投資，開発援助，国

際機関 

当年度計画に対す

る達成度 
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１．研究成果の概要 

今回は，特に，アジア途上国が直接投資（FDI）をいかに受け入れ，経済成長に結び付けるかにつき，当初

は現地フィールドワークも視野に入れ，逐次研究を進めてきた。ただ，時間的制約もあったが，渡航に先立ち，

国内で実施できる調査・研究をもう少し十分に実施すべきと判断し，フィールドワークは先送りとし，数量的

な分析に専念したところ，下記のとおり，論文を執筆した。具体的には，アジア途上国の 13 カ国を対象とし，

輸出，外国直接投資（FDI），援助の各比率の変化が GDP に与える影響について，各国別で回帰分析を行い，

援助に対する依存度を低下させる一方，FDI を積極的に取り込むことで，外資への依存を強め，輸出を伸ばし

て成長に結び付ける外資主導工業化の達成という仮説がどこまで検証されるかを明らかにした。 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【著書・論文（査読なし）】 

・「アジア途上国の外資主導工業化の検証：FDI 誘致の現状と課題に関する諸考察」千葉商科大学〔編〕『千葉

商大紀要・第 61 巻第 1 号』，pp.75-92，2023 年 7 月 

 

３．主な経費 

 既存 PC の老朽化に伴い，研究活動に用いるためのタブレット PC を購入。その他，これらに付随する消耗

品費（書籍，ソフトウェア，プリンターインク，文房具）や学会年会費も相応に発生。なお，海外フィールド

ワーク実施の先送りに伴い，それを想定していた旅費は消耗品費に振り替えることとした。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 特になし。 

 

 

 


